
無
姓
の
百
姓
（
下
）

　
　
　
五
　
姓
氏
の
喪
失

　
百
姓
は
必
ず
姓
氏
を
有
し
、
所
謂
良
民
こ
し
て
縁
家
の

局
．
籍
に
登
録
せ
ら
れ
て
居
る
。
良
民
以
外
の
も
の
、
例
へ

ば
雑
感
ご
か
、
賎
民
こ
か
、
或
は
戸
籍
帳
外
に
漏
れ
て
國
家

か
ら
認
め
ら
れ
ざ
る
浮
浪
民
の
如
き
は
、
勿
論
姓
氏
を
有

し
な
い
。
雑
嚢
が
何
々
部
な
ご
ご
稽
す
る
も
の
は
、
輩
に

其
の
所
属
を
示
だ
け
の
こ
ご
で
、
所
謂
姓
氏
で
は
な
い
。
勿

論
天
宮
十
六
年
の
解
放
以
來
、
彼
等
も
も
は
や
準
民
同
等

の
地
位
を
與
へ
ら
れ
、
其
の
総
號
な
る
何
々
部
な
る
も
の

が
、
普
通
は
直
ち
に
姓
氏
ビ
し
て
認
め
ら
れ
、
或
は
特
に
姓

氏
を
…
賜
は
る
場
合
も
あ
っ
て
、
彼
等
も
も
は
や
百
姓
の
斑

に
列
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
奴
魏
の
如
き
賎
民
ざ
、
浄
浪

民
ご
は
、
其
の
後
も
依
然
ご
し
て
取
う
遺
さ
れ
て
、
姓
氏

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
胃
姓
（
下
）

喜
　
田

貞
　
吉

を
有
し
な
い
仲
間
で
あ
っ
た
Q
雌
の
所
謂
浄
浪
民
の
中
に

は
、
細
工
か
ら
良
民
な
る
の
資
格
を
得
す
し
て
、
偲
甘
子

風
に
水
草
を
逐
う
て
密
密
す
る
の
生
活
を
爲
し
て
居
る
も

の
も
あ
り
、
又
一
隠
す
で
に
良
民
だ
る
の
資
格
を
得
て
、

國
家
の
戸
籍
に
登
録
せ
ら
れ
て
居
た
も
の
が
、
何
等
か
の

事
情
に
よ
っ
て
其
の
資
格
を
喪
失
し
、
所
謂
百
姓
の
論
外

に
置
か
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。
此
の
後
の
場
合
に
着
て

は
、
彼
等
は
既
得
の
姓
氏
を
喪
失
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
良
民
が
姓
氏
を
喪
失
す
る
に
は
、
次
の
如
き
場
合
が
あ

る
。
　
↓
、
所
謂
出
家
入
遣
に
よ
｝
て
、
其
の
俗
姓
を
失
ふ
も

一
の
・

　
二
、
罪
あ
わ
て
除
志
せ
ら
る
、
も
の
。

　
　
　
　
　
　
第
閥
魏
　
　
四
一
　
（
　
五
｝
七
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
膨
面
（
下
）

　
　
　
三
、
賎
民
ビ
な
り
π
る
も
の
◎

　
鷹
逃
亡
し
て
其
の
本
籍
を
喪
失
す
る
も
の
。

バ
．
一
の
場
合
に
は
問
題
は
な
い
、
僧
侶
は
所
謂
出
家
で
あ

っ
て
、
も
は
や
普
通
民
で
は
無
い
。
塞
海
俗
姓
佐
伯
氏
こ

い
ふ
標
に
、
彼
は
も
と
佐
伯
氏
の
人
で
あ
っ
て
も
、
す
で

に
一
旦
出
家
し
π
以
上
は
、
も
は
や
姓
氏
を
有
し
な
い
の

で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
還
俗
す
れ
ば
俗
姓
に
戻
う
、
或

は
新
に
姓
氏
を
賜
は
る
の
で
あ
る
。
信
尼
倉
に
、

　
三
三
尼
自
還
俗
者
、
三
綱
録
・
其
貫
属
一
。

集
解
に
、

」
古
記
云
、
其
貫
属
、
謂
融
本
貫
並
本
姓
【
也
。

ε
あ
る
。
其
の
一
例
こ
し
て
三
代
實
録
に
、

　
』
貝
欄
黎
ハ
三
五
同
μ
九
日
甲
午
b
　
勅
嵩
法
隆
寺
蝋
惜
承
忽
桶
、
融
退
俗
…
、
復
篇

　
本
姓
名
中
臣
美
乃
蓮
盆
長
一
。

ご
い
ふ
の
が
あ
る
Q
其
の
新
に
姓
を
賜
は
つ
た
實
例
も
史

上
に
少
く
な
い
。

　
ラ
　
に
の
場
合
は
、
國
法
上
の
塵
分
こ
し
て
其
の
姓
氏
を
奪

　
　
　
　
　
　
第
鰻
醗
　
　
餌
二
　
（
　
五
間
八
）

は
れ
π
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
も
は
や
重
篤
ご
し
て
其
の

存
在
を
認
め
ら
れ
す
、
普
通
に
非
人
ビ
呼
ば
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
其
の
最
も
著
名
な
例
は
組
紐
勢
で
あ
る
。
績
日

本
後
紀
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
承
和
九
年
七
月
二
十
八
日
，
罪
人
橘
逸
勢
，
除
本
姓
賜
｝
　
非
入

　
　

　
姓
鱒
、
二
二
於
伊
豆
混
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
同
年
九
月
三
日
勅
、
配
流
伊
豆
國
罪
入
非
人
逸
勢
孫
珍
令
、
年

　
衣
動
少
、
末
動
炉
活
計
一
、
三
三
勢
以
呂
去
月
－
三
二
β
身
死
、
敦

　
侍
敦
悪
、
難
昌
罪
大
三
三
三
階
、
猫
悲
こ
物
央
”
所
、
宜
凹
…
更
追
回
、

　
令
”
就
「
蕾
關
輔
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
慕
群
こ
年
＋
月
菅
六
日
、
有
勅
賜
二
非
入
逸
勢
男
龍
劒
、
一
山
等

　
本
姓
㍉
聴
　
入
京
㌔
（
以
上
績
後
紀
）

ご
あ
る
G
つ
い
で

　
同
三
年
五
月
十
五
日
、
追
司
贈
流
人
橘
朝
臣
逸
勢
、
正
五
位
下
㌦

　
詔
下
「
獅
遠
江
國
「
、
蹄
凋
葬
本
郷
「
o
（
丈
徳
賀
簸
）

ご
あ
る
場
合
に
は
、
す
で
に
本
姓
を
復
せ
ら
れ
た
る
が
故

に
、
橘
朝
臣
で
あ
る
が
、
其
の
以
前
は
非
入
逸
勢
で
あ
っ

た
。
こ
、
に
非
人
ご
楓
、
上
文
に
非
画
一
を
賜
ふ
ご
あ
っ



・
て
、
こ
れ
は
除
籍
の
爲
に
無
腰
ご
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

新
北
身
分
を
示
す
悪
姓
を
賜
は
う
た
も
の
こ
し
て
、
特
殊

の
例
こ
な
す
べ
港
で
あ
る
が
、
碧
眼
の
場
倉
は
除
籍
の
爲

に
無
籍
者
ビ
な
っ
て
し
ま
ふ
。
三
代
實
録
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
貞
灘
…
五
年
八
月
十
七
日
丁
温
↓
元
、
姓
安
辱
、
春
謬
等
二
人
、
賜
唱

　
姓
野
良
朝
臣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
仁
和
二
年
十
月
三
日
戊
午
、
竈
元
姓
者
其
名
清
實
、
賜
姓
滋
水

　
　
朝
臣
「
、
貫
鵡
右
京
一
條
一
。

．
嫁
ざ
あ
る
の
が
是
で
、
右
の
囁
二
つ
の
場
合
は
一
旦
慮
分
に

囁
ま
っ
て
無
姓
こ
な
っ
て
居
π
者
が
、
新
に
免
除
せ
ら
れ
て

姓
を
賜
は
つ
た
こ
ご
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
是
は

特
に
高
貴
の
身
分
の
お
方
で
あ
っ
た
が
爲
に
、
此
の
特
別

の
威
分
為
あ
っ
た
事
で
あ
る
が
、
普
通
の
場
合
な
ら
ば
彼

ρ
　
」等
は
其
の
ま
㍉
に
所
謂
非
人
こ
な
っ
て
、
國
家
の
保
護
以

外
に
立
つ
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
右
の
滋
水
春
景
の
場

合
の
如
き
も
、
本
馬
親
王
等
が
閥
に
詣
っ
て
免
除
を
請
う

泥
蒋
の
上
奏
の
文
に
、

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
二
一
　
　
無
姓
の
百
姓
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
春
蘭
依
身
有
7
過
、
被
レ
創
降
癖
噂
、
経
歴
十
年
一
、
天
地
不
レ
容
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
月
不
い
照
、
率
土
之
濱
、
猫
無
レ
所
レ
庇
。

ε
あ
る
。
是
れ
帥
ち
所
謂
非
入
の
境
遇
を
述
べ
た
の
で
《

逸
勢
の
場
合
は
、
特
黛
そ
れ
を
名
の
上
に
明
に
し
た
に
外

な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
三
三
あ
っ
て
虜
回
せ
ら
れ
、
牢
獄
に
繋
が
れ
た
為
の

も
蕩
原
期
ご
し
て
は
、
刑
期
満
つ
れ
ば
其
の
本
貫
に
騰
つ

　
　
　
　
　
お
ほ
み
た
か
ら

て
、
も
ご
の
公
御
財
ε
爲
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
‘
然
る

に
實
襟
上
は
、
彼
等
は
蹄
っ
て
も
郷
里
に
容
れ
ら
れ
す
、

爲
に
已
む
を
得
す
浄
浪
民
こ
な
っ
て
、
刑
除
の
一
生
を
非

入
ご
し
て
絡
は
る
様
に
な
る
も
の
が
多
か
つ
π
。
而
し
て

其
の
中
に
は
、
槍
戦
馬
使
の
下
部
ご
し
て
使
役
さ
る
、
も

の
が
少
《
な
か
っ
た
。
之
を
放
免
煙
い
ふ
ゆ
放
免
囚
の
義

一で

?
る
。
而
し
て
其
の
放
免
を
非
入
ご
謂
ひ
、
、
句
法
の
識

せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
事
が
、
江
談
抄
に
見
え
て
居
る
。
こ

、
鵡
非
人
ざ
は
非
公
民
の
義
で
、
「
人
」
ご
は
日
本
入
柳
あ

三
三
公
民
嘘
か
ふ
位
の
意
義
に
用
ひ
虎
略
の
で
あ
訪
う
ρ

　
　
　
　
　
　
第
四
槻
　
槻
弓
　
ハ
宝
一
乳
）



　
　
　
第
十
四
谷
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
欝
欝
（
下
）

邦
語
「
ヒ
ト
」
は
日
本
民
族
た
る
こ
ε
を
意
謝
し
、
「
エ
ミ

　
　
　
　
も
ヵ

シ
を
一
人
百
な
人
」
の
古
語
が
あ
る
◎
而
し
て
、
其
の
「
ヒ

ト
」
に
當
つ
る
に
「
人
」
の
漢
字
を
以
て
し
、
國
民
以
外
の

も
の
、
郎
ち
ヒ
ト
に
あ
ら
ざ
る
も
の
を
皆
「
非
入
」
ご
謂
っ

た
ε
解
せ
ら
れ
る
。
随
っ
て
所
謂
非
人
は
勿
論
姓
氏
を
期

せ
す
、
所
謂
百
姓
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
場
合
、
帥
ち
從
來
公
民
た
り
し
も
の
が
其
の
資

格
を
失
っ
て
、
奴
魏
ε
な
っ
て
他
人
に
從
巧
し
、
所
謂
賎

民
の
階
級
に
魔
落
し
た
場
合
、
其
の
姓
氏
を
喪
失
す
る
の

は
無
論
で
あ
る
。
賎
民
は
當
然
姓
氏
を
有
し
な
い
。
そ
れ

は
東
大
寺
奴
碑
籍
帳
を
は
じ
め
ε
し
て
、
他
の
戸
籍
の
實

際
か
ら
知
b
得
る
の
み
な
ら
す
、
既
記
の
如
く
賎
民
か
ら

解
放
せ
ら
れ
て
良
民
ご
な
っ
た
場
合
に
、
新
に
姓
氏
を
獲

得
す
る
こ
ビ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
父
麗
化
主
累
代
の
賎
民
は
勿
論
姓
氏
を
有
し
な
い
が
．

良
民
か
ら
新
に
賎
民
に
堕
落
し
た
も
の
は
、
も
と
必
ず
姓
’

氏
を
有
し
て
居
た
筈
で
あ
る
。
而
も
其
の
姓
氏
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
第
鰻
號
・
　
瞬
臨
　
（
　
五
二
〇
〉

は
、
彼
等
が
落
雷
の
公
民
で
あ
る
ご
い
ふ
資
格
に
附
随
し

て
、
里
家
か
ら
與
へ
ら
れ
た
筈
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其

の
資
絡
の
喪
失
ご
同
時
に
、
其
の
姓
氏
を
喪
失
し
、
所
謂

百
姓
の
班
か
ら
除
外
さ
れ
る
事
に
成
る
の
は
已
む
を
得
々

か
っ
た
。
随
っ
て
も
こ
姓
氏
を
有
し
て
居
た
も
の
で
も
、
’

賎
民
ビ
な
っ
て
は
無
論
之
を
公
適
す
る
事
が
　
禺
來
な
い
◎

そ
れ
が
他
日
解
放
せ
ら
れ
て
、
新
に
良
民
の
資
格
を
獲
得

し
た
場
合
に
、
再
び
姓
氏
を
與
へ
ら
れ
、
或
は
其
の
公
繕

が
認
め
ら
れ
る
こ
ご
は
既
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
四
の
場
合
、
即
ち
事
故
あ
っ
て
貫
籍
地
か
ら
逃
亡
し
、

其
の
本
貫
を
失
っ
た
者
が
、
姓
氏
を
失
ふ
の
は
亦
卒
然
で

あ
る
。
彼
等
は
自
ら
公
民
た
る
資
格
を
放
棄
し
た
者
で
あ

る
が
爲
に
、
從
二
戸
の
公
民
た
る
の
資
格
に
賦
し
て
庶
家

か
ら
興
へ
ら
れ
、
或
は
認
…
め
ら
れ
た
」
筈
の
姓
氏
を
喪
失
す

べ
き
は
無
論
で
あ
る
。
公
民
逃
亡
の
事
は
す
で
に
大
寳
の

戸
籍
に
も
見
え
て
、
恐
ら
く
入
問
就
會
始
ま
っ
て
以
來
、

必
ず
存
在
す
べ
き
人
事
現
象
の
一
つ
の
遠
雷
き
で
あ
っ
た

’



で
あ
ら
う
。
而
し
て
之
に
賑
し
て
は
、
大
寳
命
に
も
す
で

に
周
到
な
る
虚
理
法
が
規
定
せ
ら
れ
、
其
の
後
為
詔
勅
官

符
等
を
以
て
之
を
誠
め
、
之
を
防
で
の
途
に
由
田
で
淀
場
合

が
多
か
っ
た
が
、
皮
肉
に
も
潜
考
は
年
ご
共
に
多
き
を
加

へ
、
李
安
朝
も
中
頃
近
く
な
っ
て
は
、
遽
に
拾
馴
す
べ
か

ら
ざ
る
鋤
脹
な
を
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
．
蓋
し
地
方
官

の
悪
政
の
結
果
ご
し
て
、
上
記
の
四
ご
一
ご
の
場
合
が
、

同
時
に
重
複
し
て
甚
だ
多
く
登
生
し
て
來
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
天
下
の
人
民
大
部
分
が
、
呈
が
爲
に
其
の
姓
氏
を

喪
失
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
六
　
非
人
法
師
の
登
生

　
出
家
入
道
に
は
そ
れ
ぐ
國
法
の
定
む
る
所
が
あ
る
。

而
も
そ
れ
に
よ
ら
ざ
る
私
度
の
僑
が
、
奈
良
朝
以
食
す
で

に
事
謹
上
少
か
ら
す
獲
生
し
て
居
た
の
で
あ
っ
π
。
而
し

て
そ
れ
が
李
安
朝
に
な
っ
て
ま
す
く
甚
し
く
な
っ
た
。

國
司
の
悪
政
の
結
果
、
多
数
の
良
民
を
駆
っ
て
こ
、
に
至

ら
し
め
π
の
で
あ
る
。
斯
く
て
其
の
数
は
甚
だ
莫
大
な
る

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
百
姓
（
下
）

も
の
に
達
し
、
延
喜
の
璽
に
調
て
す
で
に
、
天
下
の
人
煙

の
三
分
の
二
に
及
ん
だ
こ
三
連
清
行
は
言
っ
て
居
る
。
其

の
意
見
封
事
に
、

　
諸
多
百
姓
、
逃
課
役
嚇
、
述
写
声
｝
者
、
私
自
落
“
髪
、
狸
薯
「
法

　
服
㌔
如
函
疋
之
輩
一
、
積
レ
年
漸
多
、
天
下
人
民
、
三
分
車
曳
、
皆

　
是
禿
首
者
也
。

と
あ
る
。
如
何
に
も
誇
大
の
言
の
様
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

は
正
に
事
實
で
あ
っ
た
。
之
を
現
存
の
延
喜
二
年
及
び
延

喜
入
年
の
戸
籍
に
就
い
て
見
る
に
、
清
行
の
言
ふ
工
む
し

ろ
少
き
に
過
ぐ
る
の
戚
が
あ
る
。
是
等
の
戸
籍
に
は
、
婦

人
ざ
老
人
ご
が
甚
だ
多
く
、
殆
ざ
課
役
負
耀
の
義
務
あ
る

課
丁
が
無
い
と
言
っ
て
も
よ
い
程
で
あ
る
Q
是
は
言
ふ
ま

で
も
な
く
公
民
た
る
男
子
が
、
所
謂
課
丁
こ
し
て
の
課
役

を
避
け
ん
が
爲
に
、
私
度
の
方
法
に
よ
っ
て
下
家
入
道

し
、
戸
籍
か
ら
制
ら
れ
た
爲
に
外
な
ら
ぬ
。

　
課
役
の
過
重
な
る
に
堪
へ
兼
ね
て
、
入
民
之
を
避
け
ん

が
爲
に
僧
ご
な
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
、
ひ
ご
り
我
が
李
安
朝

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
四
五
　
（
　
五
二
一
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
百
姓
（
下
）

に
於
て
見
る
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
魏
書
騨
老
志
に
、
北

魏
の
時
す
で
に
其
の
事
實
の
甚
だ
多
か
っ
た
事
を
記
し
て

居
る
。
「
正
光
以
後
主
役
最
も
甚
し
く
、
所
在
の
編
民
相
輿

に
入
道
す
。
假
に
沙
門
を
慕
ひ
、
實
は
調
役
を
避
く
る
も

の
、
狸
濫
の
極
、
中
國
の
佛
法
あ
り
て
よ
り
以
來
未
だ
是

あ
ら
ざ
る
ご
こ
ろ
、
臓
“
之
を
計
る
に
、
僧
尼
大
衆
二
百

除
萬
な
万
」
ご
あ
る
。
而
も
是
は
魏
の
時
の
み
の
事
で
は

な
か
っ
た
。
朝
鮮
に
於
て
も
亦
同
様
で
あ
っ
π
Q
世
論
附

録
十
年
五
月
條
に
、
「
近
ご
ろ
罪
を
避
け
役
を
薫
る
、
者
の

類
、
皆
髪
を
詣
る
。
此
く
の
如
く
ん
ば
則
ち
農
民
日
に
少

く
、
軍
額
漸
く
減
す
」
ご
あ
る
の
を
始
ビ
し
て
、
成
宗
實
録

、
元
年
三
月
條
に
、
「
郷
吏
、
羅
子
、
官
奴
．
其
の
役
を
規
下

し
、
法
に
違
っ
て
髪
を
削
り
、
諸
邑
墨
黒
臼
に
凋
残
に
就

ぐ
」
な
ご
、
r
此
の
類
の
記
事
が
其
の
前
後
に
も
甚
だ
多
、

い
○
其
の
流
弊
が
興
り
に
甚
し
く
な
っ
た
の
で
、
朝
鮮
で

は
度
牒
無
き
僧
入
を
以
て
、
悉
く
軍
器
に
當
て
、
國
防
に

備
へ
る
事
仁
な
つ
π
o
北
鎭
に
配
せ
ら
れ
た
所
謂
在
家
和

　
　
　
　
　
　
第
㎎
【
號
　
　
　
照
六
　
　
（
　
五
二
二
）

術
の
輩
の
如
き
、
蓋
し
此
の
徒
の
名
残
を
止
む
る
も
の
で

あ
ら
う
b

　
斯
く
の
如
く
國
家
の
政
治
が
驕
れ
て
、
公
民
に
封
ず
る

課
役
が
過
重
な
場
合
に
は
。
彼
等
は
公
民
こ
し
て
國
家
の

庇
護
を
受
く
る
事
よ
り
も
、
却
っ
て
是
が
爲
に
被
る
苦
痛

の
方
が
大
な
る
が
故
に
、
璽
う
て
其
の
公
民
た
る
の
資
絡

を
放
棄
し
、
地
方
官
の
干
渉
の
外
に
立
だ
ん
ご
す
る
。
そ

れ
に
は
「
逃
亡
」
こ
い
ふ
事
が
、
・
確
に
一
つ
の
遁
で
は
あ
っ

た
が
、
郷
貫
を
離
れ
て
他
郷
に
流
寓
し
た
か
ら
ご
て
、
決

し
て
こ
れ
を
獣
饗
し
て
く
れ
る
場
所
が
あ
る
も
の
で
は
な

い
。
叉
郷
貫
を
離
れ
る
こ
い
ふ
其
の
事
が
、
其
の
人
に
取

っ
て
は
非
常
な
苦
痛
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
こ
、
に
於
て

か
彼
等
は
、
郷
里
に
止
っ
た
ま
、
に
公
民
の
籍
を
脱
し
、

地
方
官
の
干
渉
か
ら
免
れ
ん
こ
の
事
を
案
出
し
た
。
是
れ

帥
ち
「
私
度
の
僑
」
で
あ
る
。
清
行
の
所
謂
、
天
下
の
漁
民

三
分
の
二
は
皆
惚
れ
禿
首
の
者
な
り
と
あ
る
も
の
是
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
ぐ
さ

る
。
彼
等
は
皆
、
「
家
に
妻
子
を
蓄
へ
、
肩
に
腿
檀
を
啖



ふ
」
の
徒
で
、
「
形
は
沙
門
の
如
く
、
心
は
屠
兇
の
如
し
」

ご
、
清
行
は
批
評
し
て
居
る
。
帥
ち
在
家
法
師
な
の
で
あ

る
ρ
而
し
て
そ
れ
は
延
喜
の
時
に
於
て
、
既
に
天
下
の
人

民
三
分
の
二
に
及
ん
だ
こ
言
は
れ
て
居
た
程
で
、
其
の
後

ま
す
一
堰
堕
し
て
、
殆
ざ
男
子
の
全
部
は
そ
れ
に
爲
っ

て
し
ま
つ
元
の
で
あ
っ
た
に
相
蓮
璽
い
。
否
、
日
本
國
民

の
大
部
分
が
公
民
の
戸
籍
か
ら
脱
出
し
て
、
其
の
姓
氏
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
適
切
に
之
を
言
は

や
、
國
家
の
制
度
が
紫
観
の
極
に
達
し
、
公
民
の
戸
籍
も

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
に
相
蓮
な
い
。

　
公
民
の
資
格
を
失
っ
た
も
の
は
、
刑
に
よ
っ
て
除
籍
せ

ら
れ
た
も
の
ε
同
様
、
巌
格
な
る
意
昧
か
ら
言
へ
ば
則
ち

「
非
人
」
で
あ
る
。
ひ
ご
り
是
等
の
在
家
法
師
の
み
な
ら
す
、

如
法
の
憺
侶
こ
い
へ
こ
も
、
所
謂
出
家
し
て
公
民
の
資
格

を
失
っ
た
こ
い
ふ
意
味
か
ら
云
へ
ば
、
悉
く
非
人
ビ
云
つ

で
よ
い
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
栂
尾
高
山
寺
の
名
僧

明
悪
上
人
高
言
が
、
其
の
箸
擢
邪
輪
の
奥
に
署
名
し
て
、

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
撹
　
　
四
姓
の
百
姓
（
下
）

「、

�
?
高
辮
」
ご
書
い
て
あ
る
も
の
、
必
ず
し
も
奇
を
街
つ

た
も
の
こ
の
み
は
言
ひ
難
い
。
金
岡
寳
戒
場
決
章
に
は
、

「
近
來
遁
世
の
人
を
非
入
ご
號
す
」
こ
も
あ
る
。
，
此
の
書
は

浄
土
宗
慨
源
塞
の
著
こ
い
ふ
こ
ご
に
成
っ
て
は
居
る
が
、

そ
れ
は
疑
は
し
い
こ
し
て
も
、
鎌
倉
初
期
に
遁
世
の
所
謂

ひ
じ
り
「
聖
こ
の
徒
を
、
非
人
法
師
ε
呼
ぶ
習
慣
に
な
っ
て
居
た
こ

ご
は
疑
を
容
れ
諏
◎
寛
正
の
一
言
芳
談
抄
に
も
、
非
人
法

師
こ
い
ふ
こ
ご
に
つ
い
て
、
種
々
の
説
明
を
試
み
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
じ
り

が
、
結
局
は
漸
時
念
佛
の
行
者
、
帥
ち
聖
の
徒
を
さ
う
呼

ん
で
居
た
も
の
ら
し
い
。
さ
れ
ば
後
世
に
な
っ
て
も
、
僧

侶
が
自
ら
非
人
の
繕
を
以
て
任
じ
た
も
の
が
少
く
な
か
っ

た
。
嘗
て
西
田
博
士
か
ら
激
へ
ら
れ
だ
所
に
よ
る
に
、
丹

後
舞
鶴
町
眞
言
宗
圓
隆
寺
鼻
翼
書
の
裏
書
に
、

　
般
若
心
経
秘
鍵
藥
師
　
　
　
一
幅

　
弘
化
二
年
四
月
加
鱗
修
覆
嚇
立
言
開
眼
了

　
　
　
　
非
人
沙
門
如
法
深
恕

　
　
　
　
、
世
俗
李
等
房
云
、
俗
年
四
十
二
、
戒
三
十
五

　
　
　
　
　
　
第
四
搬
　
　
四
七
　
（
　
五
二
三
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
四
姓
恥
欝
嫉
（
下
）

ご
い
ふ
の
が
あ
る
さ
う
な
。
此
の
諒
恕
は
も
こ
仁
和
寺
に

居
て
、
後
に
此
の
圓
隆
寺
の
住
職
ご
な
っ
た
堅
塁
だ
つ
た

ご
い
ふ
。
又
大
和
宇
陀
郡
墨
坂
紳
魁
の
山
本
就
司
か
ら
承

っ
た
所
に
よ
る
ε
、
部
費
吉
野
郡
瀧
門
村
牧
の
畳
運
寺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ね

は
、
非
人
某
の
奉
れ
る
よ
し
の
銘
あ
る
銅
馨
が
あ
る
さ
う

な
。・

非
人
の
語
の
用
例
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
挙

安
朝
に
於
て
甚
だ
多
く
輩
出
し
た
課
役
忌
避
の
在
家
法
師

を
、
　
一
般
に
非
入
ε
呼
ん
だ
所
で
さ
う
不
思
議
ビ
す
る
に

は
當
ら
な
い
。

　
彼
等
は
一
方
に
著
て
は
沙
門
で
あ
る
が
、
而
も
勿
論
撃

払
を
有
す
る
如
法
の
信
書
で
は
な
い
。
随
っ
て
國
法
の
上

か
ら
云
へ
ば
、
公
民
の
資
格
を
喪
失
し
た
浮
浪
民
で
あ
る

べ
き
筈
で
あ
る
。
勿
論
津
浪
民
ご
云
っ
て
も
、
興
に
其
の

居
所
を
定
め
す
し
て
、
常
に
浄
要
し
て
居
る
も
の
、
み
で

は
な
い
○
事
實
上
彼
等
の
多
数
は
在
家
法
師
こ
し
て
、
も

芝
の
郷
里
に
住
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
随
っ
て
之
を
國
法

　
　
　
　
　
　
勲
獅
鰻
號
　
　
　
四
7
八
　
（
　
五
一
一
四
）

上
よ
り
云
へ
ば
、
非
人
で
あ
り
、
二
様
民
で
あ
っ
た
こ
し

て
も
、
無
籍
上
は
彼
等
が
當
時
入
難
中
の
大
多
数
を
占
む

る
も
の
で
あ
っ
て
、
帥
ち
普
蓮
民
で
あ
る
。
而
し
て
是
に

旨
し
て
眞
に
其
の
郷
里
に
住
み
兼
ね
、
他
郷
に
流
寓
す
る

も
の
、
み
を
普
蓮
に
墨
入
叉
は
非
人
法
師
ご
呼
ぶ
例
に
な

っ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
七
　
姓
氏
な
き
庶
民

　
所
謂
非
人
法
師
な
る
も
の
が
、
公
民
の
資
格
放
棄
ご
共

に
す
で
に
姓
氏
を
喪
失
し
て
、
無
煙
の
徒
ご
な
っ
て
居
る

こ
ご
は
無
論
で
あ
る
が
、
而
も
彼
等
は
其
の
ま
＼
郷
里
に

定
住
し
て
、
所
謂
「
家
に
妻
子
を
蓄
へ
、
ロ
に
腱
腔
を
喰

ふ
」
ご
こ
ろ
の
在
家
法
師
で
あ
り
、
樹
下
石
上
を
家
こ
す

る
の
頭
陀
の
行
者
で
は
な
か
っ
た
。
墜
ち
事
實
上
子
時
に

取
っ
て
普
蓮
民
で
あ
っ
た
。
而
も
彼
等
は
す
で
に
名
義
上

だ
け
で
も
出
家
入
道
し
た
以
上
は
、
無
論
姓
氏
を
有
し
な

い
。
師
ち
姓
氏
を
有
せ
ざ
る
普
蓮
民
な
の
で
あ
る
。
彼
等

の
多
数
は
普
遊
民
こ
し
て
羅
綾
き
農
夫
で
あ
り
、
耕
作
に



思
事
し
て
自
ら
活
き
、
同
時
に
他
の
食
物
の
供
給
者
で
あ

っ
元
に
相
違
な
い
、
勿
論
そ
れ
は
口
分
田
の
班
給
を
受
け

だ
り
、
或
は
私
墾
田
を
有
し
た
り
し
た
鼠
作
農
民
で
は
な

い
。
彼
等
は
他
に
擾
燃
せ
ら
れ
て
、
輩
に
勢
力
を
増
幅
す

る
農
奴
で
あ
り
、
或
は
他
の
田
地
を
借
り
て
小
作
す
る
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ

呑
百
姓
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ご
く
農
民
は
所
謂
大

み
お
か
ら
　

御
田
族
ビ
し
て
、
公
民
で
あ
り
、
良
民
で
も
あ
っ
た
筈
だ

が
、
こ
、
に
至
っ
て
彼
等
は
、
同
じ
農
業
に
從
縛
し
な
が

む
も
、
確
に
一
種
の
賎
民
で
あ
る
。
鶴
岡
祇
頭
の
歌
合
せ

に
、
當
時
の
重
事
三
十
蝕
人
を
選
ん
で
歌
を
詠
ま
せ
た
が

中
に
、
農
人
な
る
も
の
が
隠
せ
ら
れ
て
居
る
◎
而
し
て
彼

等
一
同
に
、
「
我
等
賎
し
き
こ
も
が
ら
」
ご
云
っ
て
居
る
の

ば
、
以
て
其
の
眞
相
を
窺
知
せ
し
め
る
に
足
ら
う
Q

　
彼
等
ば
「
賎
し
き
ε
も
が
ら
」
ご
は
言
は
れ
π
ひ
が
ら
も
、

こ
も
か
く
も
農
業
に
從
聾
し
、
其
の
数
に
総
て
天
下
の
人

民
の
最
多
数
を
占
め
て
、
當
時
に
於
て
は
立
派
に
普
堕
民

で
あ
り
、
・
縮
墾
ら
す
百
姓
ご
呼
ば
れ
て
居
た
。

　
　
　
第
十
四
慈
　
　
御
　
究
　
　
無
姓
の
百
娩
（
下
）

　
百
姓
ε
は
も
こ
公
民
の
欝
で
、
既
記
の
如
く
漁
夫
其
の

他
の
も
の
も
、
鼠
家
か
ら
認
め
ら
れ
し
公
民
籍
に
編
入
せ

ら
れ
た
場
合
、
之
を
百
姓
ご
呼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
大

詰
に
填
て
農
を
以
て
本
こ
な
す
我
が
國
に
あ
っ
て
は
、
相

愛
ら
す
公
民
帥
ち
農
民
、
農
民
撃
ち
百
姓
ご
い
ふ
こ
ご
が

一
般
に
認
め
ら
れ
、
随
っ
て
農
業
に
思
事
す
る
も
の
を
直

ち
に
百
姓
ご
呼
ぶ
こ
ご
、
な
つ
だ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ

、
に
所
謂
「
百
姓
」
は
、
無
論
公
民
で
は
な
い
。
之
を
國
法

の
上
か
ら
云
へ
ば
、
彼
等
は
出
家
で
あ
り
、
沙
門
で
あ

り
、
非
入
法
師
で
あ
る
。
無
論
姓
氏
を
喪
失
し
た
も
の
で

あ
る
。
郎
ち
「
姓
氏
な
き
百
姓
」
な
の
で
あ
る
。
國
法
上
の

見
地
か
ら
は
ε
も
か
く
、
實
際
上
に
は
非
人
法
師
ご
は
呼

ば
れ
な
い
素
雪
民
な
の
で
あ
っ
π
。

　
課
役
を
忌
避
し
て
出
家
し
π
所
謂
非
人
法
師
な
る
も
め

は
、
無
論
農
民
以
外
の
多
く
の
職
業
に
も
流
れ
行
っ
た
。

室
町
時
代
の
も
の
ご
思
は
れ
る
七
十
一
番
職
入
歌
合
せ
め

総
…
を
見
る
ビ
、
所
謂
職
人
な
る
も
の
、
多
数
は
な
ほ
僧
膿

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
凶
九
（
孟
二
五
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
黛
姓
の
百
姓
（
下
）

を
堅
し
て
居
る
の
は
、
蓋
し
其
の
名
残
を
止
め
た
も
の
で

あ
る
に
外
な
ら
澱
。
併
し
是
等
も
な
ほ
多
く
は
家
に
住
ん

で
、
諸
種
の
要
職
に
從
旨
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

國
法
上
か
ら
云
へ
ば
非
人
法
師
で
は
あ
っ
て
も
、
實
際
上

亦
非
人
法
師
と
は
呼
ば
れ
な
い
。
興
の
非
入
法
師
ご
は
文

字
通
り
の
浄
浪
民
で
あ
っ
て
、
郷
里
に
住
み
蕪
ね
て
他
郷

に
流
れ
行
き
、
村
落
都
邑
の
場
末
に
小
屋
住
居
を
な
し
、

其
の
村
落
都
邑
の
人
々
の
爲
め
に
勢
力
を
提
供
し
、
或
は

遊
藝
軍
職
に
從
零
し
て
偲
撮
子
ご
呼
ば
れ
、
其
の
婦
女
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
か
　
れ
　
め

時
に
婬
を
欝
ぎ
て
、
所
謂
遊
行
女
婦
ご
な
る
。
中
に
は
眞

の
乞
食
物
貰
ひ
の
生
活
を
な
す
も
の
も
多
い
。
京
都
で
は

鴨
川
の
川
原
や
、
東
山
の
坂
に
住
み
つ
い
て
、
川
原
者
或

は
坂
の
者
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
。
或
は
各
地
に
散
在
居

虚
し
て
、
散
所
の
者
ご
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
が
だ
ん
一
登

達
し
て
各
地
に
非
人
部
落
を
な
し
、
所
謂
濫
僧
屠
者
の
徒

こ
し
て
、
後
の
薇
多
非
人
の
起
原
を
な
す
。
或
は
宿
の
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
ら

ご
呼
ば
れ
、
身
屋
、
茶
第
、
鯖
、
説
激
者
、
聲
聞
師
な
ご
、

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
〇
　
　
（
　
五
一
工
ハ
）

　
　
　
　
　
さ
が

種
々
の
所
謂
「
下
り
者
」
ご
分
れ
行
く
。
是
等
の
徒
の
中
に

も
無
論
家
内
工
業
に
從
書
す
る
も
の
が
多
く
、
爲
に
細
工

の
下
定
も
呼
ば
れ
る
。
興
編
上
に
附
属
し
て
、
刑
務
執
行

の
役
に
從
呈
し
て
、
細
工
ご
呼
ば
れ
た
賎
者
の
如
き
是
で

あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
す
べ
て
所
謂
非
人
法
師
な
る
も
の

で
あ
る
◎

　
ゑ
び
す

　
夷
ご
呼
ば
れ
た
武
士
の
中
に
も
、
大
寺
に
附
塾
し
た
僧

兵
の
中
に
も
、
或
は
西
海
に
横
行
し
た
海
賊
の
中
に
も
、

嘗
て
は
同
じ
流
れ
を
経
て
煮
た
も
の
、
多
か
っ
た
事
は
、

今
更
事
新
し
く
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
も
こ
は
姓
氏
な
き
庶

民
で
あ
り
、
或
は
非
人
法
師
の
徒
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
八
　
結
　
　
　
語

　
之
を
要
す
る
に
卒
安
朝
に
於
け
る
政
治
の
腐
敗
は
、
殆

ご
大
多
数
の
入
民
を
騙
っ
て
無
姓
の
沙
門
た
ら
し
め
た
。

而
し
て
種
々
雑
多
の
道
に
流
れ
行
か
し
め
た
。
彼
等
は
國

司
の
干
渉
か
ら
免
れ
る
爲
に
、
こ
も
か
く
も
僧
膿
ご
な
つ

π
も
の
で
あ
っ
た
。
而
一
て
其
の
中
に
は
、
永
く
其
の
儒



膿
を
維
持
し
π
も
の
も
あ
れ
ば
、
辱
早
く
俗
膿
に
戻
つ
だ
も

の
も
あ
る
u
中
に
は
俗
燈
ご
な
っ
て
な
ほ
永
く
法
師
ご
呼

ば
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
其
の
最
多
数
を
占
む
る
農
奴
の

徒
は
、
最
も
早
く
僧
籍
か
ら
脱
し
て
、
虜
身
嘗
て
非
人
法

師
で
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
た
“
其
の
記
念
こ

し
て
残
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
彼
等
が
姓
氏
を
着
せ

訟
こ
ご
、
、
・
今
一
つ
は
冠
り
物
を
冠
ら
諸
事
こ
の
み
で
あ

る
。
庶
民
が
姓
氏
を
有
せ
ぬ
芝
は
、
鎌
倉
時
代
以
來
一
般

に
認
め
ら
れ
る
ご
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
吾
妻
鏡
、
源
李
盛
衰

記
以
下
、
庶
民
の
名
を
録
す
る
に
搾
れ
も
其
の
姓
氏
を
言

は
澱
を
常
こ
す
る
。
文
永
弘
安
の
役
に
際
し
て
其
の
名
の

見
ゆ
る
も
の
、
三
郎
兵
衛
、
次
郎
、
庄
五
郎
鶴
継
馬
、
答
二
郎
、

彌
二
郎
吉
書
ざ
を
讐
し
て
、
皆
同
様
で
あ
る
。

　
武
士
は
軌
れ
も
所
謂
苗
字
を
聡
し
て
居
る
。
併
し
な
が

ら
、
そ
れ
は
も
オ
國
法
上
姓
氏
ビ
い
ふ
も
の
こ
は
蓮
ふ
◎

彼
等
は
軍
に
其
の
居
所
に
就
い
て
、
地
名
を
名
に
つ
け
て

呼
ん
だ
も
の
な
る
に
過
ぎ
ぬ
。
其
の
は
じ
め
は
な
ほ
徳
川

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
無
姓
の
百
姓
（
下
）

時
代
の
博
徒
佼
客
土
の
輩
が
．
青
葱
院
の
長
兵
衛
ご
呼
ば

れ
、
清
水
の
次
郎
長
ビ
湿
せ
ら
れ
た
ざ
同
襟
で
あ
っ
た
。

併
し
彼
等
が
次
第
に
勢
力
を
得
て
、
盛
業
の
上
流
に
立
つ

に
及
ん
で
は
、
そ
の
名
聡
が
所
謂
苗
宇
こ
し
て
、
寝
際
に

は
立
涙
に
姓
氏
ビ
し
て
認
め
ら
れ
る
様
に
な
る
。
而
し
て

自
ら
庶
民
に
饗
し
て
優
越
的
地
位
を
占
め
、
庶
民
の
姓
氏

は
勿
論
、
所
謂
苗
字
の
公
辮
を
ま
で
も
禁
じ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
徳
川
時
代
の
百
姓
町
人
等
が
、
私
に
壁
書
其

の
他
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
稻
へ
て
居
て
も
、
そ
れ
は
勿

論
姓
氏
で
は
な
く
、
又
苗
字
こ
し
て
も
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
苗
字
を
公
聡
す
る
事
は
、
特
に
領
主
の
許
可
を
要
す

る
こ
ビ
、
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
Q
蓋
し
當
時
の
治
者

階
級
に
立
つ
た
武
士
等
は
、
庶
民
に
與
ふ
る
に
非
公
民
帥

ち
非
人
の
待
遇
を
以
て
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
而
も
な
ほ
其
の
中
、
農
業
に
從
事
す
る
大
多
数
の
入
々

は
、
其
の
職
業
に
よ
っ
て
百
姓
ご
呼
ば
れ
た
。
郎
ち
無
姓

の
百
姓
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
Q
百
姓
ご
は
も
ご
姓
氏
を
有

　
　
　
　
　
　
第
四
鞭
　
　
五
…
　
（
　
五
二
七
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
無
記
の
百
娃
（
下
）

す
る
一
切
の
逸
民
の
繕
呼
で
あ
る
。
然
る
に
中
世
以
後
の

百
姓
儒
は
、
姓
氏
を
有
し
な
か
っ
た
。
是
は
彼
等
が
嘗
て

憂
身
法
師
の
階
級
を
経
過
し
た
記
念
こ
し
て
遣
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
彼
等
が
夙
に
法
師
の
態
を
磨
し
、
嘗
て
法
師

で
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
な
ほ
一
旦
失
っ
た

姓
氏
を
恢
復
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
だ
。

　
今
一
つ
彼
等
が
露
頭
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ご
も
、
庶
出
の

嘗
て
貫
入
法
師
の
階
級
を
経
過
し
た
こ
ご
の
名
残
ご
し
て

数
へ
得
る
。
姓
氏
を
有
し
だ
往
時
の
百
姓
は
、
必
ず
冠
り

物
を
冠
る
の
例
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
古
い
絡
野
物
を
見
て

も
知
ら
れ
る
通
り
で
、
太
古
の
俗
す
で
に
さ
う
で
あ
っ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
せ
が
は
ら

事
は
、
適
業
諾
尊
が
日
向
の
橘
の
小
戸
の
億
原
で
魚
倉
を

震
さ
れ
た
際
に
、
冠
を
脱
し
て
投
げ
給
ひ
し
記
事
あ
る
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q
然
る
に
非
人
法
師
は
所

謂
禿
首
の
徒
ご
し
て
、
髪
を
断
ち
、
冠
り
物
を
用
ひ
な
い
。

徳
川
時
代
に
な
っ
て
も
、
國
法
を
以
て
非
人
に
断
髪
を
強

　
　
’

・
い
た
の
は
此
の
習
慣
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
な

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
、
五
二
　
（
　
五
二
入
）

が
ら
、
　
一
旦
國
法
上
の
非
人
階
級
を
経
た
ご
は
云
へ
、
事

實
上
普
通
民
で
あ
っ
た
農
民
等
は
、
夙
に
僧
態
か
ら
脱
却

し
、
髪
を
の
ば
し
、
結
髪
す
る
事
に
な
っ
た
け
れ
ざ
も
．

な
ほ
冠
り
物
を
用
ふ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
武
士
が
露
頭
で
あ
る
こ
ε
も
、
亦
嘗
て
同
じ
階
級
を
経

由
し
た
事
を
示
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
ご
云
っ
て
よ
い
。

中
世
の
武
士
に
あ
っ
て
は
、
其
の
相
當
身
分
あ
る
も
の
は

烏
帽
子
を
冠
っ
て
居
る
が
、
薙
兵
共
に
至
っ
て
は
軌
れ
も

露
頭
で
あ
っ
た
。
是
れ
明
か
に
其
の
溢
筋
を
語
っ
て
居
る

も
の
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

　
以
上
述
ぶ
る
所
頗
る
多
岐
に
渉
り
、
而
も
本
編
の
圭
題

な
る
百
姓
の
顛
末
に
至
っ
て
は
、
却
っ
て
未
だ
要
領
を
つ

く
さ
や
る
の
滅
が
な
い
で
も
な
い
。
今
は
た
㎏
其
の
鯨
う

に
長
文
に
謙
る
を
避
け
て
、
軍
に
其
の
経
過
を
記
述
す
る

に
止
め
る
こ
ご
、
し
だ
。
委
曲
は
更
に
他
日
の
登
表
を
期

す
る
。
（
昭
和
四
、
六
、
一
〇
）


